


感染症に関する医療関係者研修会実施要領

１ 目 的

 昨年、約 70年ぶりにデング熱（４類感染症）の国内感染症例が報告されたことから、去る４
月 28日付けで厚生労働省から「蚊媒介感染症に関する特定感染症予防指針」が告示された。ま
た今般、韓国において中東呼吸器症候群（MERS）の輸入症例が発生し、依然として、感染が
拡大している。これらの状況を踏まえ、医療従事者等が正確な情報を得て迅速かつ的確な医療

に資するための研修会を開催する。

２ 日 時  平成２７年６月１８日（木）

        午後２時３０分から午後５時まで

３ 対象者  府内の感染症指定医療機関等、医療機関の感染症関係医療従事者、

       京都府・京都市の保健所職員等（定員 400名）

４ 会 場  京都府立文化芸術会館（京都市上京区河原町通広小路下ル）

５ 次 第  （１）開会挨拶

       （２）第一部 蚊媒介感染症について

「デング熱など蚊媒介感染症」

             京都産業大学総合生命科学部動物生命医科学科教授 前田秋彦氏

「デング熱の診断と治療」

             京都府立医科大学附属病院感染症科科長 中西雅樹氏

「京都府の蚊媒介感染症対策について」

             京都府健康福祉部健康対策課

（３）第二部 中東呼吸器症候群（MERS）について
「MERSに関する最新情報」

             京都府立医科大学附属病院感染症科部長 藤田直久氏

「京都府のMERS対策について」
             京都府健康福祉部健康対策課

（４）閉会挨拶

６ 主 催   京都府

７ 協 力   京都府立医科大学、一般社団法人京都府医師会


